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プログラム 

日時：2018 年 11月 20日（火） 13 時 15分～17時 45分 （受付開始 12時 30分） 

場所：中央大学駿河台記念館  

【第Ⅰ部】 13:15～16:00 分科会 会場：各会場 

分科会Ａ 働き方改革の目的を問い直す：労働時間削減、その「先」のシナリオ 会場：２階 281号室 

担当：松浦民恵・高見具広 

労働時間削減は働き方改革の最終的な目的ではありません。企業は、労働時間削減の「先」の何を目指
して働き方改革を進めるべきなのか、働き方改革の最終的な目的を問い直します。さらに、企業がその
目的に行き着くためのシナリオについて議論します。 

分科会Ｂ 女性活躍推進の総点検：見えてきた課題と今後の取組 会場：３階 370号室 

担当：武石恵美子・石原直子・高崎美佐 

女性活躍推進法施行から 2年、女性管理職を増やすなどの目標を掲げた取組が進む中で、やれそうなこ
とはやってしまった、目標通りに進まないといった課題もみえてきました。事例紹介や議論を通じて、
女性活躍の意義を問い直し、丁寧な取組の展開につなげましょう。 

分科会Ｃ 多様化する両立支援の課題：治療、健康、学習、社会貢献活動、副業等 会場：６階 670号室 

担当：矢島洋子・池田心豪 

これまでの両立支援は育児と介護が対象でしたが、昨今は治療や健康、学習、社会貢献活動、副業等、
課題が多様化しつつあります。 個々の課題に即した支援をしつつ、制度や管理が煩雑にならない包括
的な両立支援について講義 とディスカッションを行います。 

分科会Ｄ ダイバーシティ経営を担う管理職：企業が管理職にできること 会場：６階 610号室 

担当：坂爪洋美・高村静  

多様な部下で構成される職場が増えおり、管理職の職場マネジメントや部下育成が変わっています。管
理職の無意識のバイアスなど職場の課題にふれつつ、新たな役割を担う管理職像を明らかにし、そのよ
うな管理職を育成・支援する企業の方策について議論します。 

【休憩】 16:00～16:20 

～ 全体会 会場へ移動 ～ 

【第Ⅱ部】 16:20～17:45 全体会 会場：２階 281 号室 

パネルディスカッション 「新しいステージを迎えたダイバーシティ経営」 

司会 ·····························  佐藤博樹 

パネリスト  ·············  各分科会の代表 4名 
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駿河台記念館 フロアマップ
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プロジェクト概要 

当プロジェクトは 2008 年 10 月、「ワーク・ライフ・バランス推進・研究プロ

ジェクト」として東京大学社会科学研究所において発足しました。2014 年に拠点

を中央大学大学院戦略経営研究科（ビジネススクール、後楽園キャンパス（文京区））

に移すとともに、名称も「ワーク・ライフ・バランス&多様性推進・研究プロジェ

クト」へと変更して活動を進めてきました。 

これまでの活動では、研究者と参加企業とが共同で、人材の多様化へ対応するた

めのワーク・ライフ・バランス（以下、WLB）支援の必要性や具体策、WLB と働き

方の関係などについて調査研究・情報交換などを行い、成果については政策提言と

して取りまとめ、積極的に発信してきました。プロジェクトの研究成果はマスコミ

や政府の政策文書でも取り上げられるなど、広い範囲で関心を集めています。研究

成果を社会に幅広く還元することを目指して開催している成果報告会には、企業や

自治体において人事管理や多様性推進に取り組まれている担当者が毎年 400 名程

度参加くださり、活発な議論がなされています。さらに、海外の研究機関や研究者

とも連携し、日本における WLB 支援や多様性推進に関する研究・情報発信の拠点

となるべく取組みを推進しています。（これまでの詳しい活動内容や提言について

は、 http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/~WLB/をご覧ください） 
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2018年度 プロジェクト参加企業 

イオン株式会社 株式会社イトーキ 

株式会社ＮＴＴドコモ 王子マネジメントオフィス株式会社 

川崎重工業株式会社 コニカミノルタジャパン株式会社 

株式会社ＪＳＯＬ ジブラルタ生命保険株式会社 

住友金属鉱山株式会社 大成建設株式会社 

大同生命保険株式会社 大和ハウス工業株式会社 

株式会社竹中工務店 帝人株式会社 

東京海上日動火災保険株式会社 東京地下鉄株式会社 

東京電力ホールディングス株式会社 株式会社東芝 

トヨタ自動車株式会社 日本精工株式会社 

日本放送協会 日本郵便株式会社 

株式会社ニトリ 日本ユニシス株式会社 

パシフィックコンサルタンツ株式会社 株式会社日立製作所 

株式会社日立物流 ひょうご仕事と生活センター 

株式会社富士通マーケティング 株式会社ベネッセホールディングス 

本田技研工業株式会社 丸紅株式会社 

（50音順） 

2018年度 プロジェクト研究メンバー 

佐藤 博樹 中央大学大学院 戦略経営研究科 教授：プロジェクト共同代表 

武石 恵美子 法政大学キャリアデザイン学部 教授：プロジェクト共同代表 

今野 浩一郎  学習院大学 名誉教授：アドバイザー 

池田 心豪 独立行政法人労働政策研究・研修機構 企業と雇用部門 主任研究員 

石原 直子 リクルートワークス研究所 人事研究センター長 主任研究員 

小前 和智 中央大学大学院戦略経営科 特任研究員、東京大学大学院経済学研究科 博士課程在学中 

坂爪 洋美 法政大学キャリアデザイン学部 教授 

高崎 美佐 立教大学経営学部 教育研究コーディネーター、順天堂大学医療看護学部 非常勤講師 

高見 具広 独立行政法人労働政策研究・研修機構 研究員 

高村  静  成城大学キャリアセンター 特任教授 

田中  茜 中央大学大学院戦略経営科 特任研究員、東京大学大学院学際情報学府 博士課程在学中 

松浦 民恵 法政大学キャリアデザイン学部 准教授 

矢島 洋子 三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 執行役員 主席研究員、 

中央大学大学院戦略経営研究科 客員教授 
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【第Ⅰ部】 分科会Ａ 

働き方改革の目的を問い直す： 

労働時間削減、その「先」のシナリオ 
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【第Ⅰ部】 分科会Ｂ 

女性活躍推進の総点検： 

見えてきた課題と今後の取組 
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【第Ⅰ部】 分科会Ｃ 
 

多様化する両立支援の課題： 

治療、健康、学習、社会貢献活動、副業等 
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【第Ⅰ部】 分科会Ｄ 
 

ダイバーシティ経営を担う管理職： 

企業が管理職にできること 
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【第Ⅱ部】 
 

全体会：パネルディスカッション 

 

新しいステージを迎えたダイバーシティ経営 
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